
■キャリア教育の充実
「キャリア教育」とは、子どもたちが生涯にわたり、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現

していくための力（基礎的・汎用的能力）を身に付けるもので、すべての教育活動を通して取り組みます。
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●主体的な学び ●朝の会 ・ 帰リの会
I ●職場体験 ●対話的な学び ●休み時間の交流

●入学式·卒業式 ●ドリル的な学び ●昼食時間
●地域清掃活動 ●調べ学習 ●清掃活動

●各種講座 ●部活動

”f基礎的 ・ 汎用的能力の育成fff
（人や社会とつながるカ ・ キャリアプランニングする力など）

※キャリア ・ パスポー ト
児童•生徒自身が自己の変容や成長を、見通しをもったリ振リ返ったりしながら記録する教材です。小・中・高と学年

と校種を超えて持ち上がり、蓄積されていきます。

キャリア教育における家庭の大切さ

自分自身の存在感を意識するためには、様々な経験や人とのふれあいが大切になってきます。
中学校だけでなく、家庭もキャリア発達に大きな影響を与えます。保護者が働く姿を見せたり、働くことの大切さにつ

いて話し合ったりすることで、子どもたちの人格形成や心身の発達に大きな影響を及ぼします。

様々な考え方や意見を聞くことができる場面を多く設定したリ、家庭の中で役割をもたせたリ、ボランティア活動・地
域行事などに参加する機会を作るなど、子どもの自立を促すための活動の機会を与えたいものです。

子どもも大人も、地域の活動に参加してみましょう

〇お祭りなどの地域行事を通じて、年齢や世代の異なる人たちと幅広く交流することができます。
地域活動の中で、子どもたちが社会の一員として地域や社会に貢献する力が育ちます。

0地域の大人が参加して学習支援などの活動を行う地域学校協働活動が実施されている地域もあります。
保護者が、そのような活動に積極的に参加する姿勢は、子どもの地域への関心を高めることにもつながります。
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